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   Tsumura Hachimijiogan, 7.5 g a day, was administered to 30 patients with benign prostatic 
hypertrophy (BPH). 
   Clinical effects were estimated based on subjective symptoms and objective findings 
obtained by  uroflowmetry. 
   Twenty patients (66.7%) showed improvement of subjective symptoms and 14 patients 
(46.7%) showed good response in uroflowmetry. An improvement of overall clinical efficacy 
was observed in 21 patients (70%). 
   These results were better than those obtained with 5.0 g a day doses of Tsumura Hachi-
mijiogan. 
   No significant relation between the "Sho" in Chinese medicine and the clinical effects of 
Hachimijiogan was detected. 
   No side effectsor abnormal aboratory data were found in any of these 30 patients. 























































を判定した.他 覚所見は触診所見,尿 流量測定,経 直
腸的超音波検査のおのおのの所見の変化を投与前後で
比較した,尿 流量測定における改善度の判定は,われ















































Fig.1.正常 成 人 男 子 のMaximumFlowRateのnomogram
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Table1.自覚症状と他覚所見の改善度の組み合せによる臨床
的総合判定基準







改善 一 一一 シ 著明改善
や～改善 一 一一 → 改善
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ンはほぼ正常となり,-INUと 著 明に 改善してい













つ い で,点 数 化 した 「証 」 と各 症 例 の 改善 度 との関
係 を み た,こ の検 討 が で きた の は23例で あ った.ま ず
Fig.5に示 す よ うに 他 覚 的所 見 で 変 化 が み られ た尿
流 量 測 定 の結 果 と点 数 の関 係 を 検討 した.尿 流 量 率 の
改善 した 群(10例)の 点 数 は46から26に分 布 し,そ の
平 均 は34.4±6.6(S.D.)であ り,改 善 が 認 め られ な
か っ た群(13例)は38か ら24に分 布 しそ の 平均 は30.8
±4.1(S.D.)であ った.改 善 群 が や や 高値 を 示 す 傾
向に あ るが 有 意 差 は 認 め られ な い.Fig.6は 臨 床 的
総 合判 定 と点 数 の 関 係 を検 討 した も ので あ る.総 合 判
定 で 改善 が 認 め られ る群(16例)は46か ら24に分 布 し,
平均 は32.7±6.4(S.D.)で,改善 の 認 め られ な い群
(7例)は35か ら28に 分 布 し,そ の 平 均 は31.7±3.1
(S.D.)であ った.改 善 群 と不 変 群 の 間 に は 有 意 差 は










員8. 八 味 地 黄 丸(ア.5g/日)4ヵ月服 薬 後
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オキ セ ン ドロン(51例)31(60、8)
八 味 地 黄 丸7.5g(30例)20(66.7)
オキセ ン ドロ ン(47例)15(31.9)
八 味 地 黄 丸7,5g(30例)14(46.7)
オキセ ン ドロン(47例)22(46.8)







Table5・八味 地 黄 丸5.09/日群 と7.59/日群 の
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